
 

消費者まつり 女性協コーナーのようす 消費者まつり 会場のようす 

 

 

 

 

 

 
 

 ２月１１日（日）に県庁県民ホール等で開催された２０１８年消費者まつりに、県連女性協議会と

して参加しました。当日は晴天に恵まれ、全県から約２，０００名の来場があり、会場はイベントや

買い物を楽しむ人でにぎわいました。 

 今年の女性協企画は「わが家の男女共同参画アンケート（家事分担）」および「群馬県の男女共同

参画クイズ（※ 男女共同参画各分野の全国順位）」を行いました。 

 「わが家のアンケート」の回答結果によると、実施率の高い順位は男性ではゴミ出し、地域の活動、

次に風呂関係、買い物。女性は炊事、買い物、洗濯の順でしたが、やはり家事全般をこなしている方

が多かったです。共働きの方は炊事などの家事を分担している様子がうかがえました。 

 「群馬県クイズ」では、正解率が男性３２.４％、女性２３.８％で実際の順位より低く回答した方

が、男性４９.５％、女性６０.４％との結果でした。皆さん最初から群馬県の全国順位は低いと感じ

ているようで、回答を渡すとちょっと驚いていました。 

 こうしたアンケート・クイズをきっかけに男女共同参画を改めて考えていただけたらと思います。 

たくさんの方のご参加、ありがとうございました。 

 

女性協運営委員 吉田寿美子（はるな生協） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※「群馬県の男女共同参画クイズ」とは、昨年１２月に内閣府男女共同参画局が発行した「都道府県

別全国女性の参画マップ」から、『県・市町村議会に占める女性の割合』『自治会長に占める女性の

割合』などの項目で、群馬県が４７都道府県の何位であるかを回答していただきました。 



 

懇談会のようす 

施設見学のようす 

病院入口正面の壁 

 

 

 

 

 女性協では、会員生協の状況を知り、生協として男女共

同参画を進め今後の活動に活かしたいと想い、２０１６年

度から会員生協訪問を開催しています。今回は４回目とな

り、県北部で医療・介護・福祉の分野で活躍されている北

毛保健生協に伺い懇談を行いました。北毛保健生協から小

澤専務理事をはじめ役

職員、支部長５名の方

が参加してくださいました。 

懇談会の前に施設見学が行われ、病院内は明るく広々として、

移動を少なくする中待合や、誰でもわかりやすいよう数字の案内

板で各科を案内する等、患者さんに配慮された様々な工夫がされ

ていました。 

懇談会では、「男女共同参画の取り組み」や「病児・病後児保育」、

「子ども班会」の活動をお聞きし意見交換しました。育休取得者が当たり前のようにもとの職場と役

職に復帰できる事や、働いている両親を支える病児病後児保育園の数が少なく渋川市以外からの利用

も多い事、これからの北毛保健生協を支える人材を育てる地域での取り組み等とても参考になりまし

た。また、職員と働き方についての話し合いをする検討委員会も開催され、男女ともに働きやすい職

場づくりを目指されていることがわかり、お互いに尊重し合っていくことが大切だと改めて感じた懇

談会でした。年度末のお忙しい中、北毛保健生協の皆様ありがとうございました。 
 

女性協会長 松本勉枝（コープぐんま） 

 

 

北毛医療生協訪問記 
 

アクセスのよい市街地に立地し、外から見るとこじん

まり。１歩入ると明るく広い空間で｢一人は万人のため

に、万人は一人のために｣生協の理念であるこの言葉に

迎えられます。 

廊下には何も置かれずスッキリ、ベッドや車椅子など

が脇に寄せられた光景を見慣れているので、病院である 

事を忘れてしまう程です。ユニバーサルデザインの表示も、抜群のセンス。壁に、平和憲法

への思いを綴った書道(組合員作品)が貼ってあり、見入ってしまいました。 

懇談では、女性の事務長＆総務部長の登場に、拍手したい思いでした。女性が役職に着け

ばそれでヨシという訳ではありませんが、そこまでの道のりの険しさを思うと、やはり素晴

らしい。 

トップの男性陣には、今以上に女性の力を信頼して登用し続けて頂きたいです。 

産休後に復帰出来るシステムである上に、給与面で差別されない事は、とても先進的な取

り組みであると思います。 

渋川の地に必要な、充実した施設であると感じ、感動した見学会でした。 
 

女性協運営委員 木村香織（生活クラブ生協） 



 

唐沢さん 

国立女性教育会館事務局長 桜田さん 

 

小野上支部の子ども班会 
 

北毛保健生協の中澤理事長が生協を大きくするには、まず種まきをして

育て、やがて上手に刈り入れすることが大切と言っていました。小野上支

部ではその事を理解し、育成会に呼びかけて夏休みの行事のない日を選び、

ブルーベリー摘み、流しそうめん、うさぎの心音を聴診器で聴くなど親子

で楽しめる企画を行いました。ブルーベリーを初めて摘む子ども達、流し

そうめんにミニトマトやきゅうりを流しそれをすくって歓声をあげて食べ

る子ども達、うさぎの心音を聴いて不思議そうな顔をする子ども達、音楽に合わせて歌った

り、踊ったりとみんな大喜びでした。今年もまた取り組みます。 
 

北毛保健生協 唐澤崇子さん（小野上支部長）  

 

 

 

 

 

 
 

２月２２日（木）日本生協連中央地連主催の

学習会、「男女共同参画の基本について学ぼう

２」が渋谷コーププラザで開催され、事務局を

含め１４の生協から３２名が参加し、当女性協

からも吉田運営委員と藤原副会長、コープぐん

まから女屋運営委員の３名が出席しました。 

１１時より、国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）

事務課長の桜田今日子氏の講演が行われ、昨年

８月に行われた１回目の学習会で、関心の高か

ったアンコンシャス・バイアル（無意識の偏見）

や、ダイバーシティ＆インクルージョン（多様

性＆包括性）、働き方改革などの考え方につい 

て学びました。午後からのグループワークはクロスワードゲームで、働き方に関する５つの例題にそ

れぞれＹＥＳかＮＯの札を出し、自分の考えや相手の考えを聞き、意見の多様性や無意識の偏見で判

断していないかなどが話し合われました。 

ボーヴォワールが「第二の性」で「人は女に生まれるのではない、女になるのだ」といってから７

０年、「女はこうあるべき」といった世相や家庭環境、周囲に支配される構図は今もあります。 

１９７５年国際婦人年第１回世界女性会議がメキシコシティで開催され、日本で「男女共同参画基

本法」が施行されてから１９年、様々な分野で女性が活躍していますが、女性が仕事を優先し、育児

や介護、家事を放棄すれば非難されます。男性もまた、「働き一家を支えなければ」という重圧に押

しつぶされそうになっています。企業の管理職、社長、エンジニア、政治家、医者、教授に女性は少

なく、看護師、スチュワード、保育士、ヘルパー、などにも偏りがあります。ＩＴ技術の進歩や自由

な思考の中で、男女ともに犠牲を強いることなく望んだ人生を送れるよう、私たちの世代が無意識の

偏見を打破しなければならないことを学びました 
 

女性協副会長 藤原京子（利根保健生協） 



 
 

 

 

 

 "フートピア２１"第９５回国際協同組合デー記念交流集会

が１月２９日(月)に開催され、ＪＡ佐波伊勢崎なす・きゅう

り選果場(伊勢崎市)とＪＡ全農ぐんま新鮮ぐんまみのり館

(前橋市)の視察、群馬県産材を使った木工づくり体験の研修

が行われました。群馬県生協連女性協議会・県連事務局から

５名が参加しました。これにＪＡぐんま女性協・県森林組合 

連合会・ＪＡ群馬中央会の参加者を加え、1７名が学習と交流を深めま

した。 

 ＪＡビル会議室では県森林組合連合会の新井翠さんの指導により、

県産材を使った木工品づくり体験を行いました。新井さんは林業や森

林組合について紹介したあと、県産材を使った写真立てとブローチづ

くりの手順を丁寧に説明していきました。参加者は、展示された見本

を参考に、真剣に作品づくりに取り組んでいました。 

 

「群馬県生協連女性協議会の紹介」 

チラシを改定しました 
群馬県生協連女性協議会運営委員会では、女性協の

組織と活動を紹介するチラシの改定を検討・協議して

きました。約半年間の検討期間を経て、この５月の運

営委員会で改定版を確認しました。 

 女性協の活動理念・構成などをわかりやすく説明し、

活動の状況が写真で紹介されています。このチラシは

女性協が主催する行事などで配布するとともに、群馬

県生協連のホームページから、パソコンやスマートフ

ォンで見ることができます。 

 運営委員会では、多くの方にごらんいただき、活動

を知ってほしいと話し合っています。 

  

ＪＡ佐波伊勢崎選果場見学のようす 

手作り木工体験のようす 

群馬県生協連女性協議会 議題：201７年度のまとめと 201８年度方針案について他 

第 25 回定期総会開催のご案内 

  
      前橋市文京町 2-20-22（TEL027-224-5700） 

※ 第二部のアトラクションでは、昨年 11 月の学習交流会の講演で感動を呼んだ、失明のハンディを

のりこえて活躍されている澤田馨（さわだ かおる）さんの歌声をお聞きいただく予定です。 
※ 参加ご希望の方は、各生協の担当窓口もしくは女性協運営委員までお申し込みください。 


